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流通BMS導入の課題

JCA/全銀より構築が難しくないか

発注他の業務に大きな影響は出ないか

取引先が流通BMSに対応できるか
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流通BMSの技術面

JCA/全銀などより技術的にはむしろ平易

中堅・中小小売では必須のJX手順（プル型）に加え、ebXML（プッシュ型）のサポートで十分では

小売側サーバ構成もシンプルで廉価（下図は仮想構成を適用し、1台のサーバで構築する例）

取引先との通信部分についてはVANの利用も有力な案

EDI通信サーバ
（Webサーバ）

EDI管理サーバ
（DBサーバ）

ルータ
（ファイヤーウェール）

インターネット（取引先）
DMZ

LAN

http, httpsのみ許可

通信サーバと管理サーバの通信ポートのみ許可

VMware、Xen Server等で仮想サーバ構成

自社基幹システムほか



Copyright © 2008: Retail Science Co., Ltd.
All Rights Reserved

流通BMS普及説明会（名古屋）2009年11月6日4

基幹システム連携の対応

マスタ連携： 商品マスタ、取引先マスタ、物流拠点マスタ他、既存基幹系に手を入れると影響範囲が膨大

伝票番号、各種区分： 流通BMSへの移行で新規要件が発生（長さ、タイプ、採番方法、業務分岐他）

受領メッセージと仕入確定： 受領が先か、仕入確定が先か（請求、支払いにも影響）

物流センタ関連
• 総量納品
• TC（通過型）、DC（在庫型）によるメッセージ種別と経路の違い

• 出荷梱包
• ほか

既存基幹システムにとっては荷が重く、コストと期間で制約大

EDI管理サーバで全て吸収
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業務への影響

発注業務は基本的に従来通り

業務効率化・精度向上のためには、「受領・返品」対応は必須

「請求」は無くし、「支払案内」のみが今後の主流

流通BMSの導入にあわせて、発注・仕入サブシステムを廉価に再構築することも一つの選択肢

店舗発注・仕入
ｸﾗｲｱﾝﾄ （店舗PC）

店舗発注・仕入
ｻｰﾊﾞ （新規）

流通BMS-EDI
管理ｻｰﾊﾞ
（新規）

流通BMS-EDI
通信ｻｰﾊﾞ
（新規）

取引先
EDIｼｽﾃﾑ

取引先

店舗発注

発注伝票

特売ﾏｽﾀ

商品ﾏｽﾀ

仕入先ﾏｽﾀ

店舗ﾏｽﾀ

ほか

特売判断
伝票編集

店舗発注

発注伝票

BMS編集 BMS発注 BMS発注

本部発注

発注登録

仮想構成

返品
返品伝票原価判断

伝票編集
返品

仕入伝票

BMS逆編集

BMS出荷 BMS出荷

返品登録

BMS
受領・返品

BMS
受領・返品

BMS編集

受領・返品
伝票

仕入伝票

仕入確定
エラー修正

仕入確定登録
納品エラー修正登録

店舗 本部 既存基幹システム
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取引先対応の鍵
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流通BMSを導入して、業務の効率化・コスト削減を推進する為には、

多くの取引先にご協力頂きEDI比率を向上させる事が必要

既に流通BMSに対応済の取引先は、すぐにでも対応が可能だが、

流通BMSに未対応の取引先は、対応に時間とコストがかかってしまう・・・

“JX手順＋業務パッケージ＋提供方法”が鍵“JX手順＋業務パッケージ＋提供方法”が鍵
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なぜJX手順なのか
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中小お取引先の流通BMS対応数が業務効率化の決め手

仕
入
額
累
計

取引先社数

食品スーパーの例：全商品（取引先265社） 食品スーパーの例：生鮮品除く（取引先150社）

大手中心で仕入額の8割をEDI化できても、社数の比率では15％程度にとどまる

中小お取引先にとって、受注・出荷処理は定時・定型業務

• プッシュ型（ ebXML, AS2手順）によるリアルタイム受注のメリットを生かせない

• プッシュ型のメリットを十分生かすには、後方のシステムや仕組みへの投資が必要
• プル型（JX手順）に比べ、プッシュ型は構築コストそのものが高くなる
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通信パッケージ＋業務パッケージ
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中小お取引先には業務パッケージが必要

■メイン画面

（メイン/マスタメンテナンス/オプション）
各メッセージ確認画面、データの送受信など
をわかり易く処理順に表示しています。

■履歴表示

得意先とのデータ送受信、基幹システムとの
データ連携の履歴を表示しています。

流通BMS-JX対応業務パッケージ WinWin-EDI

• 通信処理と完全連動（通信パッケージそのものの操作は不要）
• 業務の流れに沿ったメニューに従い、簡単な操作で業務を行える
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業務パッケージの適用パターン
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既存の売上管理システム、経理システムなどへの連携も用意

・流通BMS対応のクライアントパッケージを使い、運用の効率化、精度向上が図れる

・基幹システムとの連携が必要ない取引先向け

・受注・出荷・売掛・照合・支払消込みなどの処理がほぼ全てまかなえる

パターン①：単独運用

・流通BMSと自社基幹システムとの連携が廉価且つ容易に行える形態

・基幹システムとの連携が必要で、カスタマイズ費用等を抑えたい取引先向け

・これまでＪＣＡ手順で運用していた取引先も、スムーズに移行できる

パターン②：自社基幹システム連携運用

各種
データ

連携
各種帳票

各種帳票

小売チェーン

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

WinWin-EDIを利用した流通BMS対応方法には、大きく２つのパターンがある。
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中小お取引先を考慮した提供方法（例）
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成城石井
（月額利用料一括回収）

販売元 取引先
貸出 貸出

月額利用料 月額利用料

販売元 取引先
販売

支払

①買取（主に取引高の多い取引先向け）

基本的には、自社対応と同じ

②小売企業経由での貸出（主に仕入額の少ない取引先向け）
EDI対応初期コストを軽減し、パッケージ利用料を月額で回収（支払相殺）

少額取引のお取引先向けに月額利用料でパッケージを提供（成城石井様事例）

• パッケージ購入費用をなくし、さらに導入しやすくする
• 月額利用料にはコールセンタ利用やパッケージ保守費用も含まれる

導入時のサポートと継続的な保守体制

• 導入時の電話サポート、現地サポート（インストール、稼働確認、教育）を廉価に提供する
• コールセンタを用意し、本稼働後もお取引先への支援体制を維持する
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成城石井様事例に見られる工夫

図は財団法人流通システム開発センター発行 流通BMS News No.7 （2008年7月29日）より転載。

①既存基幹系のカスタマイズ
を最小限に抑え、ハブとしての
管理サーバをACMSで構築。

③取引先対応の継続性を考慮
し、既存VANセンタでの流通
BMSサービスを採用。

④稼働当初より、発注から受領、支払
までのメッセージをサポートし、小売、
取引先双方のメリットを最大化。

⑤旧手順は、レガシー
コストリスクをVANセン

タ利用で回避。

⑥取引先流通BMSカバー
率向上の切り札としてJX対
応PCソフトを推奨し、利用

料モデルも用意。

⑦更にカバー率を上げるべく
FAXEOSも導入。FAXの場合でも

受領、支払まで適用。
②発注業務に影響はなし。
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まとめ

今EDIを検討するなら“流通BMS”をおいてほかにない

流通BMS V1.3の登場で更に普及が進む

流通BMS導入では“受領・返品”まで対応しないと意味がない

流通BMSの通信対応では、VANセンタ利用も有効な手段

既存基幹システムのカスタマイズは極力避ける

中小取引先への敷居を低くする“JX対応業務パッケージ”は、流通BMSカバー率向上の鍵

流通BMSの推進は小売企業がリードする

お問い合わせは下記まで

〒150-0031  東京都渋谷区桜丘町4-24 桜ヶ丘平井ビル8F
株式会社リテイルサイエンス

今渕真太郎（イマブチ シンタロウ）
電話： 03-3477-2280  FAX： 03-3477-2742
e-mail： imabuchi@rtsc.co.jp


